
生徒心得 
１．前文 

高等学校における３年間の生活は、自分の個性を確立し、能力を伸長・拡大するととも
に、個性に応じた進路を決定する大事な時期である。したがって自分自身をよく見つめ、
自分を大切にし、進んで学習活動を行い、教師の指導のもとに、人格を陶冶し、優れた社
会人として必要な資質と能力を身につけるよう各自が努力することが必要である。 

しかし、学校生活は集団生活である。生徒個人が努力し成長していくことが全体を高め
ていく。同時に優れた校風をもつ学校は、生徒各人を生かし、完成させる大きな要素とな
る。そのため、生徒各人がお互いに人間として尊重し、尊重され、敬愛しあい、一致協力
して立派な校風を育てていくことが望まれる。また、明るく有意義な集団生活を送るため
には、規律を守り、勤労と責任を重んじ、自己を抑制することにより、全体を高めると共
に、正しい社会的良識を身につけるよう心がけなければならない。 

これらの努力により徳性の涵養に努めることが、知力や体力の向上と共に人間的完成の
途となる。 

以上に基づき、ここに北本高校生として守らねばならぬ心得をおく。 
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２．礼儀 
（１）礼儀は相互に敬愛する精神のあらわれであるから、真心をこめてこれを守り、生徒

としての品位を保つよう心がける。 
（２）教職員に対しては敬愛の気持ちを持ってあいさつする。 
（３）来客に対しては、礼を失しないように心がける。 
（４）生徒間においても、お互いに礼儀を重んじ、粗暴な行為や、野卑な言葉を使うこと

のないように心がける。 
 
３．校内生活 
（１）日常行動 
① 校内においては、快適な学習環境を維持して学習能率を高め、規律ある行動をとる。 
② 授業中は授業に集中し専念する。 
③ 始業時間１０分前までに登校する。 
④ 授業の始めと終わりにあたっては、係の合図により立礼する。 
⑤ 遅刻したときは、職員室にて授業遅刻入室許可書に必要事項を記入し、入室の許可を
得る。そして、教室にて授業担当教員に提出し、静かに着席する。 
⑥ 教室移動は敏速静粛に行う。 
⑦ 特別の用事ができて校外に出る場合は、ＨＲ担任の許可を受ける。 
⑧ 授業及び特別活動（部活動等）終了後は、速やかに下校する。 
⑨ 部活動等で居残る場合は（教員指導の場合を除き）、原則として１７時までとする。 



（２）考査 

「考査に関する注意事項」による。 

 
（３）施設等の使用 

① 学校の施設・備品・校具等を使用する場合は、原則として関係教員を通じ校長の許可
を受ける。 

② 学校の施設・備品・校具等を大切にし、破損・汚損・紛失のないように努める。も
し、これらのことが起こった場合は、直ちにＨＲ担任または関係教員に届け出る。 

③ 火気を使用する場合は、関係教員（防火管理者）またはＨＲ担任の許可と指導を受
け、後始末を完全にする。 

（４）集会・掲示等 
① 校内集会、並びに雑誌・パンフレット等の配布や、掲示をする場合は、責任者を定
め、生徒指導係の指導を受ける。 
② 校外団体の主催する行事等の広報活動・参加者募集・入場券の販売等は原則として禁
止する。 

 
４．清掃・美化 
（１）ＨＲおよび清掃分担区域は、定められた時間に毎日清掃し、終了後担当教員に報告

する。 
（２）清掃は作業に適した服装をもってし、清掃用具の後始末・管理に注意する。 
 
５．校外生活 
（１）校外においては、特に服装・言動に注意し、本校生徒として品位を失わぬよう自覚

ある行動をとる。 
（２）外出のときは、家人に行先・用件・同伴者および帰宅時間を明らかにしておく。な

お、未成年者は県条例により、午後１１時より午前４時までの外出が禁止されてい
る。 

（３）保護者の許可なく外泊してはならない。 
（４）生徒としてふさわしくない飲食店・娯楽場等には、立ち入ってはならない。 
（５）喫煙・飲酒等、法により禁止されている行為および暴力行為は厳禁する。また、電

子タバコ等の将来、喫煙につながるものについては、高校生としてふさわしくないも
のであることに臨み、指導しておりますので、御理解御協力をお願いいたします。 

 
６．交通安全 



（１）自転車通学を希望する生徒は、「自転車通学許可願」を校長に提出し、所定の鑑札
を通学に使用する自転車の後部泥よけにつける。 

なお、高崎線を利用する生徒が、北本駅と学校の間を自転車で通学する場合、保護
者の責任のもとに自転車預り所と契約し、その内容を保護者及び生徒は誠意をもって
守ること。 

（２）交通安全に留意し、事故にあったり、事故を起こしたりしない。 
（３）特に次のことを守ること。 

① 信号や標識を無視しない。 
② ２台以上で並進しない。 
③ 二人乗りをしない。 
④ 傘さし走行をしない。雨天時は雨合羽を着用する。 
⑤ 夜間無灯火で走行しない。 
⑥ イヤホン等を聞きながら走行しない。 
⑦ 自転車を運転しながらの携帯電話の使用は厳禁とする。 
⑧ ヘルメットの着用に努めること。 

- 
（４）通学用自転車には、必ず鑑札を自転車後輪泥除け部に貼付すること。 

また、ロードバイク等で通学する者は、自転車のスタンドを付けること。泥除けの
付いていないロードバイクは後輪に泥除けを付け鑑札を貼付すること。（鑑札は入学
後購入、配布します。） 
※埼玉県では、「埼玉県自転車の安全な利用の促進に関する条例」を改正し、埼玉県
内で自転車を運転する場合には自転車損害保険等への加入が義務化されました。自転
車損害保険にご加入ください。 

（５）キックボードでの登下校は禁止とする。 
 
７．服装・所持品 
（１）登下校および校内における服装は、すべて本校服装規程による。 
（２）やむを得ない事情により、定められた服装を着用できない場合は、ＨＲ担任をつう

じて所定の異装願を提出し、許可を得る。 
（３）次のようなものは禁止する。 

① 指輪、ネックレス（スポーツタイプ、ミサンガ等を含む）、ピアス等の装身具等 
② マニキュア、カラーリップ、口紅等の化粧、カラーコンタクト、アイプチ等 

（４）所持品は、実用に適するものを必要最小限度携行するように心がけ、不必要なもの
および必要以上の金銭を持たない。 

（５）金銭・物品を遺失または拾得したときは、直ちに関係教員に届け出る。 
（６）金銭の貸借は、トラブルのもととなるので行わない。 



８．携帯電話について 
  学校に携帯電話使用届出書を提出した上で校内に持ち込むことができる。携帯電話に

ついては、朝の SHR 開始から帰りの SHR 終了まで原則使用禁止とする。 
 
９．休日および休業中の活動 
（１）休日には、教員の指導による活動以外は行わない。 
（２）長期休業中の生活は、目標を立てて、計画を練り、規律ある生活を送り、学習と健

康管理に努める。 
 
1０．アルバイト 
（１）アルバイトをすることは、原則として禁止とする。 
（２）経済的な理由等により、アルバイトをすることが必要なときは、保護者からの願い

により、特別に許可する。ただし、学業に支障をきたさないこと。 
（３）労働基準法により、１５歳以上１８歳未満の年少者が従事することを禁止している

業務等でないこと。 
- 
11．諸届・願 

次の場合、所定の様式により、保護者または保証人の署名捺印の上、ＨＲ担任を経て
校長宛に届け出、または願い出る。 

（１）届出 
① 欠席・遅刻・早退 
② 住所・氏名の変更 
③ 保護者・保証人の変更もしくは、その住所・勤務先の変更 
④ 近親に死亡者があり、喪に服するとき 
⑤ 修学旅行その他団体行動に不参加のとき 
⑥ 携帯電話届出書 
⑦ アルバイト届 
（２）願出 
① 異装 
② 退学・転学・休学・復学 
③ 自転車通学 
④ 原動機付自転車及び自動二輪車等の運転免許取得、購入及び運転 
⑤ 普通自動車運転免許取得、購入及び運転 
 
12．学校事務 

証明書の申込みは、１週間位の余裕をもって事務室に申込むこと。原則として当日の申



込みによる発行はできない。 
 

服装等の規程 
１．前文 

高校生として、清潔感を第一とする。また、高校卒業後の進路を見据え、在学中の全
期間にわたり、３年次の進路活動にふさわしいものとする。 

 
２．制服 
（１）上着など 

学校指定の上着を着用する。夏服許可期間は、上着を着用しなくてもよい。夏服許
可期間は別に定める。 

（２）スラックス・スカート 
学校指定のものを着用する。 

（３）ワイシャツ 
白無地の襟が標準的な大きさ・形のもので、飾りの無いワイシャツを着用す 

る。夏服許可期間は男女ともに、学校指定のポロシャツを着用できる。 
（４）セーター・ニットベスト 

学校指定のセーター・ニットベストは全期間着用することができる。 
（５）ネクタイ・リボン 

男子は学校指定のネクタイを、女子は学校指定のネクタイまたはリボンを着用す
る。 

夏服許可期間は着用しなくてもよい。ただし、学校が指定した行事の際は着用す
る。 

（６）校章 
上着の左襟の所定の場所につける。ただし、夏服許可期間は、つけなくてもよい。 

（７）靴 
運動靴、黒またはこげ茶の革靴（華美でないもの）を標準とする。 

（８）靴下 
黒、白、紺、グレー、茶を基調とし、柄はワンポイント程度のものとする。装飾は  

不可とする。 
（９）ベルト 

黒・紺・こげ茶系統のもので、標準サイズのものを用いる。 
 
３．頭髪等 

頭髪は高校生として清潔感および節度のあるものとし、パーマ、脱色、染色、奇抜な
もの（ラインや模様等）、アイロンを使っての巻髪は不可とする。髪の毛の長さに関して



は基準を設けない。 
 

４．上履き 
学校指定のものを用いる。加工したもの、著しく汚破損したものは不可とする。 

 
５．防寒具 
（１）コート類 

冬季の登下校時に下記の通りの形・色のコート類を着用することができる。色は
黒・紺・グレー・茶系統等の暗色の無地のものに限る。長さは、ハーフコートまたは
標準的長さのもので、形は制服に著しくそぐわないものは不可とする。ただし、コー
ト類の着用は原則として登下校時に限る。 

（２）マフラー類 
冬季の登下校時にマフラー等の防寒具の着用ができる。 

 
 

交通安全（自動二輪車等、普通自動車）に関する規程 
（１）原動機付自転車及び自動二輪車等、普通自動車の運転免許取得、購入及び運転を希

望する生徒は学校に申し出るとともに所定の手続きにより届け出ること。 (※下記参
照) 

なお、生徒は運転免許の取得等により、学校生活への支障を来すようなことがあっ
てはならない。 

（２）運転免許を取得した生徒は県教育委員会等が主催する自動二輪車等、普通自動車の
交通安全講習を必ず受講すること。 

（３）自動二輪車等を運転する生徒は初心運転期間（１年間）を終了しても、他者を同乗
させてはならない。また運転をしない生徒も、他者が運転する自動二輪車等に同乗し
てはならない。 

（４）原動機付自転車及び自動二輪車等、普通自動車を運転する生徒は登下校での原動機
付自転車及び自動二輪車等、普通自動車を利用してはならない。また運転をしない生
徒も他者が運転する自動二輪車等、普通自動車に同乗してはならない。（＊保護者の送
迎は可とする。） 

（５）制服及び学校指定の体育着での原動機付自転車及び自動二輪車等、普通自動車の運
転乗車は禁止とする。 

（６）上記のことがらに違反した場合は、特別指導の対象となる。 
※１ 自動二輪車等の「運転免許取得」に関する手続き 
（１）「自動二輪車等免許取得に関する意思確認書」を学校長宛てに提出する。 
（２）「自動二輪車等免許取得に関する意思確認書」が提出された場合には学校は当該生



徒及び保護者と面談等を行い確認する。 
（３）学校は面談等を実施した後に「自動二輪車等免許取得届」に収受印を押して生徒に

交付する。 
（４）生徒は「自動二輪車等免許取得届」を受理した後、自動二輪車等の免許を取得する

ものとする。 
（５）生徒は自動二輪車等の免許取得後、速やかに「自動二輪車等免許取得報告書」に運

転免許証の写しを添付して学校長に提出する。 
※２ 自動二輪車等の「購入」等に関する手続き 
（１）原動機付自転車を購入または譲り受けにより取得した生徒は「原動機付自転車購入
等報告書」を学校長宛に提出する。 
（２）自動二輪車を購入または譲り受けにより取得した生徒は「自動二輪車購入等報告
書」を学校長宛に提出する。 
※３ 自動二輪車等の「運転」に関する手続き 
（１）原動機付自転車を運転する必要がある生徒は、本人及び保護者の連名による「原動

機付自転車運転誓約書」を学校長宛に提出する。 
（２）自動二輪車を運転する必要がある生徒は、本人及び保護者の連名による「自動二輪

車運転誓約書」を学校長宛に提出する。 
※４ 自動車の「運転免許取得」に関する手続き 
（１）自動車教習が、学校での学習・諸活動の妨げにならないこと。授業・ＳＨＲ・清

掃・委員会など、在校するべき時間に自動車教習を受けないこと。 
（２）考査期間中（考査一週間前から）は教習を受けずに、勉強に専念すること。 
（３）自動車の運動免許の取得を必要とする生徒は「自動車運転免許取得届・取得報告書

（様式１）」を校長宛に提出する。 
（４）学校は「自動車運転免許取得届・取得報告書」が提出された場合には、当該生徒

に、交通社会の一員となる自覚や高校生としての本分等について説明し、共通認識を
図る。 

（５）学年の生徒指導係は確認をした後に、「自動車運転免許取得届・取得報告書」に収
受印を押して、生徒に交付する。 

（６）生徒は（３）の「自動車運転免許取得届・取得報告書」を受領後、自動車の免許を
取得するものとする。 

（７）生徒は自動車の免許取得後、速やかに「自動車運転免許取得届・取得報告書」に運
転免許の写しを添付して、校長宛に提出する。なお、在学中に取得できなかった場合
は、この限りではない。 

※５ 自動車の「購入」等に関する手続き 
自動車を購入、譲受け等により取得した生徒は「自動車購入等報告書」（様式２）を

校長宛に提出する。 



※６ 自動車の「運転」に関する手続き 
自動車を運転する必要がある生徒は、「自動車運転誓約書」（様式３）を校長宛に提

出する。 
※７ その他 
（１）１８歳未満の生徒の手続きについては、保護者の同意を必要とする。 


